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原　著

［目　的］
地域在住高齢者における社会参加とサルコペニアと

の関連を明らかにすることを目的とした。
［方　法］
地域コホート研究（垂水研究 2018）に参加した 65

歳以上の地域在住高齢者 859 名のうち，脳卒中等の既
往歴のない 751 名を分析対象とした。Asian Working 
Group for Sarcopenia2019 に基づいてサルコペニアの
有無，また JST 版活動能力指標の社会参加に関する 4
項目より社会参加の状況を評価した。
［結　果］
サルコペニアを有する者では，社会参加得点が有意

に低値であった（p＜0.001）。従属変数をサルコペニ
アの有無，独立変数を社会参加得点としたロジスティッ
ク回帰分析の結果，社会参加とサルコペニアに有意な
関 連を認 め た（オッズ比 0.83，95％ 信 頼 区 間
0.71-0.97）（共変量：年齢，性別，教育歴，服薬数，
転倒歴，運動習慣，うつ傾向，認知機能）。
［結　論］
地域在住高齢者の社会参加状況はサルコペニアと関

連することが示唆された。

JST版活動能力指標／サルコペニア／歩行速度 はじめに

　高齢者の身体機能の低下に影響を及ぼす重要な要

素として，加齢に伴う筋肉量が減少した状態（サル

コペニア）が知られている。The European Working 

Group on Sarcopenia in Older People に よ る と， サ

ルコペニアは ｢骨格筋量と骨格筋力の進行性かつ全

身性の減少が特徴である症候群であり，身体機能障

害，生活の質低下，死のリスクを伴うもの｣ と定めら

れている1）。サルコペニアを有する高齢者では転倒リ

スクが高く2），骨粗鬆症の合併リスクの増大に伴い骨

折リスクが高くなる3，4）とされている。高齢期の転倒，

骨折は，直接的に日常生活動作（Activities of Daily 

Living：ADL）に影響を及ぼす4）だけではなく，転倒

恐怖感により社会的活動や余暇活動が制限され，ADL

障害に繋がることが懸念されている5，6）。サルコペニ

アに伴う筋力低下や身体機能低下は，活力低下，基礎

代謝低下，消費エネルギー低下，食欲低下をもたら

し，栄養不良状態を促進させ，さらなる筋力低下，身

体機能低下を招くというフレイルサイクルが構築され

る7）。この悪循環によってフレイルを有した者は，転

倒や ADL 障害，死亡リスク7），要支援・要介護の発
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